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3. 膜によって流体領域が分断される流路内の 2 成分系溶液の流れに以上の新規計算手法を適用し、膜表裏の圧力差
や浸透圧差が流れ場および膜の変形に及ぼす影響を解析し、選択的透過性を有する柔軟な膜による物質輸送問題
の広範な条件に対して適用可能であることを示している。 
以上のように、本論文は化学工学における膜による物質分離、生体における膜を介した物質交換に関連して、溶質・
溶媒の輸送および大変形をともなう柔軟な膜の挙動を同時に解析できる手法を初めて提示し、厳密に検証できる問題
を設定して導出した解析解に基づいて精度検証しており、環境プロセスや医療機械などの分野の基盤技術として新規
技術開発の進展に寄与するものである。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
